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CSCA ： 組織体制関連の原則　　TTT ： 医療支援体制の原則

皆さんの所属している医療施設では、災害マニュアルや災害活動の原則はありますか？
発災直後の混乱した現場では、より多くの傷病者に対して最善が尽くせるように、どんな現場においても体系的な対応が
必要です。そこで「災害医療の７つのポイント CSCATTT」を紹介します。
CSCATTT とは、災害時の組織体制と医療支援の7つの原則の頭文字をとった言葉です。以下の表に詳細を示します。

出典：「実践！災害看護 −看護者はどう対応するのか−」  著 野中廣志  照林社  P4

　この災害活動の原則は、どんな所で活用されるのでしょう……？　
　答えは “あらゆる災害医療現場” です。例えば、病院災害対策本部においてリーダーの決定・安全の確保・情報伝達・
情報収集、病院としての方針や対応方法の判断などは重要です。
　各現場 （トリアージポストや赤・黄・緑エリア） においても複数で活動する場合には、リーダーの決定だけでなく、情報
収集者や患者対応を行う人など役割分担が必要です。
　CSCATTTの原則に基づいた組織では、それぞれの役割を認識し、行動することで、効率的な災害活動が展開できま
す。事実、災害時のマネージメントの基本として、災害医療の世界では広く活用されているのです。
　皆さんの所属施設でも訓練やマニュアル作成に活用してみてはいかがでしょうか。
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C Command & Control     
指揮命令・統制

Command は、関係機関内での縦の「指揮命令」
Control は、横の連携である「統制」を意味する。
災害発生時の急性期に迅速な医療活動を行うためには、組織化された指
揮命令系統の確立がその後の混乱を防ぐ。

S Safety
安全

3S	 Self	 自分自身の安全
	 Scene	 現場の安全
	 Survivor	 スタッフ・患者・面会者の安全
医療従事者が安全に活動できないと判断される場合には、しかるべき組
織への通報、現場からの退避、安全が確保されるまでの避難の原則に従う。

C
Communication
意志疎通・情報収集
情報伝達

Communication は、さまざまな情報伝達を必要とする。
TV、ラジオ、インターネット、無線機、優先携帯電話、衛星電話等を使
用し、現状の把握と医療組織内での情報伝達、警察・消防等との情報伝達、
救援機関との情報伝達、被災者との情報伝達に努める。

A Assessment
評価・判断

病院の状況（施設、負傷者、危険箇所、崩壊箇所など）
被災地の状況（負傷者、危険地域など）患者の受け入れが可能かを判断
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T Triage
トリアージ

災害現場、病院来院時、広域搬送時に被災者のトリアージを行い、治療
の優先度（緊急度）や搬送順位を決める。

T Treatment
治療 トリアージで緊急度の高い被災者から傷病に見合った適切な治療を行う。

T Transport
搬送

病院の状況（人材や使用器具の在庫、ライフラインの状況など）を考慮し、
後方搬送・広域搬送を行う。

part4
災害医療の
7つのポイント

　明るく元気に働き続けるためのサポートシステムやセル
フマネージメントについて学ぶことを目的に『がんばれ !
新人ナース！！』が開催され、411名が参加しました。
　入職してから、早2 ヶ月。慣れない環境、緊張の毎日、
そして間もなく始まる夜勤。不安に押しつぶされそうにな
りながらも頑張っている新人看護師のために、3名の先輩
ナースが激励のメッセージを持って駆けつけてくださいま
した。「仕事で迷ったり、悩んだりした時は同期や先輩ナー
スに相談して乗り越えた」 「どんな時でも、患者さんに真
剣に向き合うことを忘れないで！」という先輩たちのエー
ルに、新人ナースは、「先輩の体験談は身にしみて参考にな
り、勇気づけられました」と応えていました。
　午後からは、講師に資生堂ビューティーコンサルタント
の吉田佳代子氏をお迎えし、患者さんと接する際に大切な

「好感のもてる接遇・表情づくり」についての講演が行われ
ました。笑顔の効果やメイクのポイント、フェースエクサ
サイズなど健やかな表情を保つための方法を学びました。

　新人ナースからは「見られる自分を意識して笑顔を心掛
けたいです」という声が聞かれました。
　新人看護職員のみなさん！先輩や仲間と相談しながら、
看護の道をともに歩みましょう！！

エールを贈る先輩ナース。左から隈本真理さん（横須賀市立うわ
まち病院）、村上望さん（同愛会小澤病院）、清水優花さん（県
立病院機構循環器呼吸器病センター）、右は司会の県看護協会
ナースセンター課廣島さん

  新人総合研修

｢がんばれ ! 新人ナース! ! ｣

新人看護職 ～社会人としての心得を学ぶ～

平成24年5月31日㈭
神奈川県立県民ホール 小ホール

（横浜市中区）

理事会報告

審議事項
1	 平成24年度事業計画の変更及び補正予算について

報告事項
１	 平成24年度通常総会（6月）実施報告
２	 平成25年度神奈川県への行政要望（案）について
	 要望事項
	 １）	看護職員の人材確保及び定着対策の推進について
	 ２）	安全・安心な医療を受けるための環境整備の推進	
		  について
	 ３）	看護師特定能力認証制度の法制化の推進について
	 ４）	在宅医療を支える訪問看護の整備の推進について
	 ５）	准看護師の養成停止について
３	 10月開催の理事会（平成25年度事業計画案）につ
　　いて
４	 平成24年度事業説明会について
５	 日本看護協会通常総会の出席状況について
６	 研修、学会等
７	 平成23年度会計監査の状況について
８	 他団体関係報告
	 １）	神奈川県病院学会について
９	 その他事務局等報告

　去る、6月15日に開催された平成24年度通常総会のア

ンケートに「研修センター構想」について質問がありま

したので、回答します。

　当協会で開催される各研修に対して、毎回、多くの方

に応募をいただいておりますが、会場の都合により、希

望どおり受講していただけない状況にあります。受講で

きなかった方から「定員を増やして欲しい」という要

望があることや、研修室が、県総合医療会館と清康社ビ

ルに分かれていることで不便もあることから、研修の

さらなる充実を図るほか、会員の方をはじめ多くの方

に、快適に研修を受けていただけるよう、新たに研修

センターを建設することを計画しております。このこと

は、平成23年度に開催された理事会にて承認を得てお

り、現在、資金を積み立てているところです。詳細は、

KANAGAWA 看護だより148号（1月号）にて説明さ

せていただきます。

（事務局次長　植野秀）

研修センター構想について
第2回 平成24年7月7日㈯


